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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 NPO法人岡山市子どもセンター 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ ひとり親家庭 50世帯を対象にした鑑賞会へのご招待 350,000円 

２ ひとり親家庭 50世帯を対象にした鑑賞会への無料ご招待に関する経費 101,600円 

 

■活動報告 
 

 

1期について  

（実施内容） 

2020年 11月 3日（火・祝）当法人設立 20周年記念鑑賞会「エルマーのぼうけん」に、ひとり親家庭 50世

帯（100 名）を対象に鑑賞会への機会を届けるため、無料招待の取り組みを行いました。申込方法は、希望の

時間帯と参加人数等を記載したグーグルフォームに回答してもらう形式をとりました。なお、回答は、親子応

援メール配信を通じて募集しました。募集をした翌日には、定員 50 世帯を超える申し込みがあり、申込 74

世帯（184名）を招待することとなりました。 

 

（成果） 

ひとり親世帯の親子にも舞台芸術に触れる機会を届ける仕組みを模索している中、親子応援メールでの配信

の結果 100名を超える申し込みがありました。この親子応援プロジェクトを通じて、今まで当法人だけでは届

けることができなかった方々へお知らせをすることができました。当日は、親や友だち、その他様々な人と一

緒に生の舞台鑑賞をする時間を提供することができました。 

 

 

2期について 

（実施内容）1 期で募集をしたひとり親家庭７４世帯へ無料招待券を郵送するための封入発送作業を行いまし

た。また、鑑賞会の感想を収集するため返信用の感想用紙と封筒も同封しました。 

 

（成果） 

鑑賞会後、参加者から様々な感想をいただくことができました。「すごく面白くて楽しかったです。鑑賞会後、

息子が自転車を練習すると初めて乗れました。三半規管に病気があってバランスを取るのが難しく、保育園の

時から練習していたのに乗れないから半分諦めていたのですが、乗れたので嬉しかったです。」「今回ひとり親

家庭の招待チケットを送っていただき、鑑賞できる日を心待ちにしていました。息子は図書館で借りてきた

「エルマーのぼうけん」を何度も読み、実際に人形劇を鑑賞できて感激していました。鑑賞後の帰り、自分の本

にどうしてもしたいとエルマーシリーズの３冊の本を購入しました。」などの心温まる感想が届きました。また、

これらの感想を親子応援プロジェクトの中間報告書にも記載し、ご支援いただいた方々へこの取り組みが実

現したことを報告することができました。また、劇団の方はこのような新しい仕組みに刺激を受け、「まだまだ

やれることがある」という未来への希望を見出されていました。このプロジェクトがきっかけとなり劇団の

方々も勇気づけられたことは当団体にとっても励みになりました。ひとりでも多くの子どもたちや親子に舞台

芸術に触れる機会を提供したいということから、懸案事項となっていたひとり親世帯の親子への支援をこの

プロジェクトを通じて実現できたことは大きな一歩となりました。一方で、子どものニーズがあること、このよ

うな取り組みを継続していく方法も考えていく必要があると感じています。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

みなさまのご支援のおかげでひとり親世帯の親子に舞台芸術鑑賞に触れる機会を届けることができました。

感謝申し上げます。引き続き、多くの方々と繋がりながら子どもが豊かに育つ環境づくりに邁進していきま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 
 

 


